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４
．
電
話
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
よ
る
議
決
権

の
代
理
行
使
の
方
法 

電
話
に
よ
る
議
決
権
代
理
行
使
の
可

否
に
つ
い
て
の
確
認
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
た
め
事
務
局
か
ら
電
話
を
活

用
し
確
認
し
ま
す
。
も
し
く
は
少
人
数
宛

と
な
り
ま
す
が
、
従
来
通
り
別
途
送
付
し

ま
す
ハ
ガ
キ
の
「
議
決
権
の
代
理
行
使
書

（
委
任
状
）」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上

返
送
を
お
願
い
し
ま
す
。 

５
．
事
務
局
の
考
え
方 

昨
今
の
郵
送
料
金
、
宅
配
等
の
値
上
げ

に
対
し
ま
し
て
は
そ
の
節
減
対
策
に
苦

慮
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
本
件
に

関
し
ま
し
て
は
極
力
メ
ー
ル
又
は
電
話

に
よ
る
確
認
を
主
用
と
し
対
応
し
、
目
標

の
７
１
名
の
議
決
権
代
理
行
使
の
承
諾

を
得
次
第
、
電
話
の
活
用
及
び
は
が
き

の
郵
送
は
終
了
し
ま
す
。 

⑴
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
さ
れ
て
い

る
会
員
へ
は
、
５
月
１
０
日
頃
送
付
し

ま
す
メ
ー
ル
に
必
要
事
項
を
ご
記
入

の
上
返
信
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

⑵
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
さ
れ
て
い

な
い
会
員
へ
は
、
事
務
局
か
ら
電
話
で

代
理
行
使
の
可
否
を
確
認
い
た
し
ま

す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

⑶
最
後
の
方
法
と
し
て
一
部
の
会
員
へ

後
送
し
ま
す
ハ
ガ
キ
の
「
議
決
権
の
代

理
行
使
書
」
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の

上
、
５
月
３
０
日(

火)

必
着
に
て
ご
返

信
、
ご
返
送
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

⑷
現
在
正
会
員
の
方
で
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
を
登
録
さ
れ
て
い
な
い
会
員
は
、
ま

だ
時
間
的
に
余
裕
が
あ
り
ま
す
の
で

こ
の
機
会
に
事
務
局
長
へ
登
録
を
お

願
い
致
し
ま
す
。 
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ま
た
ア
ド
レ
ス
の
変
更
等
が
あ
り
ま

し
た
ら
ご
連
絡
下
さ
い
。
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。 

  

以
上
議
決
権
の
代
理
行
使
の
た
め
の

委
任
状
の
提
出
の
ご
協
力
の
お
願
い
に

つ
い
て
事
前
に
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。 

 [

お
問
合
わ
せ
先] 

湘
南
支
部
事
務
局
長 

小
見
山

こ

み

や

ま 

雅
た
だ
し 

Ｅ
メ
ー
ル
： 

komiyama@ktd.biglobe.ne.jp 

電 

話 

：090-2157-5297
 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

災
害
時
の
ト
イ
レ 

支
部
理
事
役 

皷 

達
也 

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
で
は
広
範

囲
で
上
下
水
道
が
機
能
不
能
と
な
っ
た
。 

こ
の
場
合
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
は
使

用
で
き
ず
、
汲
み
取
り
式
の
仮
設
ト
イ
レ

を
使
用
す
る
が
、
し
尿
の
回
収
が
追
い
つ

か
ず
ト
イ
レ
の
使
用
困
難
に
陥
り
、
不
衛

生
に
よ
る
精
神
的
苦
痛
・
感
染
症
、
水
分

不
足
に
よ
る
膀
胱
炎
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
症
候

群
・
脳
や
心
筋
梗
塞
に
至
る
リ
ス
ク
が
あ

る
。 過

去
の
災
害
復
旧
状
況
か
ら
上
下
水

道
の
復
旧
に
は
最
低
で
も
約
１
ヵ
月
を

要
す
る
と
言
わ
れ
る
。 

ま
ず
人
は
１
日
ど
れ
く
ら
い
排
泄
す

る
の
か
…
。
平
均
的
に
は
、
１
日
平
均
５

回
と
さ
れ
１
日
当
た
り
必
要
な
便
袋
の

枚
数
は
最
大
想
定
避
難
者
数×

５
回 

。

携
帯
ト
イ
レ
の
備
蓄
目
標
数
は
１
日
当

た
り
必
要
な
便
袋
数×

日
数
。
５
０
０
人

が
避
難
所
で
１
週
間
の
避
難
と
考
え
る

と
、
５
０
０
人×
５
回×

７
日
＝
１
７
， 

５
０
０
回
の
排
泄
に
対
応
す
る
必
要
が

あ
る
。
個
人
で
携
帯
ト
イ
レ
を
最
低
で
も

３
５
セ
ッ
ト
も
用
意
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 

避
難
所
に
は
ど
れ
く
ら
い
ト
イ
レ
が

必
要
か
…
。
ス
フ
ィ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
過
去
の
災
害
や
国
際
基
準
等
か
ら
災

害
発
生
当
初
は
、
避
難
者
約
５
０
人
当
た

り
１
基
。
そ
の
後
、
避
難
が
長
期
化
す
る

場
合
に
は
、
約
２
０
人
当
た
り
１
基
あ
る

と
ト
イ
レ
に
長
い
時
間
並
ぶ
こ
と
な
く

使
用
可
能
と
な
り
、
女
性
用
対
男
性
用
の

割
合
は
３
：
１
が
理
想
的
と
さ
れ
る
。 

 

く
み
取
り
式
の
仮
設
ト
イ
レ
を
利
用

す
る
場
合
は
排
泄
量
も
考
慮
す
る
必
要

が
あ
る
。
１
日
当
た
り
の
し
尿
の
発
生
量

の
目
安
は
３
０
０
ｍ
ｌ
（
平
均
的
排
泄

量
）×

５
回
（
平
均
回
数
）×

最
大
想
定

避
難
者
数
。
※
洗
浄
水
を
使
用
す
る
場
合

は 

２
０
０
ｍ
ｌ
／
回
を
プ
ラ
ス
す
る
。

し
尿
処
理
能
力
（
容
量
）
は
便
槽
の
容
量

（
Ｌ
）×

ト
イ
レ
の
数
。
汲
み
取
り
の
回

数
は
、
し
尿
処
理
能
力÷

１
日
当
た
り
の

汚
物
の
量
で
あ
る
が
災
害
時
に
は
業
者

は
平
時
の
よ
う
な
ス
ム
ー
ズ
な
活
動
は

困
難
。
５
０
０
人
の
避
難
所
の
排
泄
量
は

５
０
０
人×

５(

排
泄
回
数/

日)
×

３
０

０
ｍ
ｌ(

１
回
排
泄
量)

＝
７
５
０
，
０
０

０
ｍ
ｌ(

７
５
０
Ｌ)/

日
と
な
る
。
１
週

間
で
は
７
５
０
Ｌ(

避
難
所
で
１
日
あ
た

り
の
排
泄
量)×

７
日
＝
５
，
２
５
０
Ｌ

と
な
る
。
仮
設
ト
イ
レ
の
便
槽
容
量
を
調

べ
る
と
４
０
０
～
５
０
０
Ｌ
が
多
い
。

５
，
２
５
０
Ｌ(

避
難
所
で
１
週
間
の
排

泄
量)

÷

５
０
０
Ｌ(

仮
設
ト
イ
レ
１
基

の
容
量)

＝
１
０
．
５
。
こ
の
よ
う
に
１

週
間
で
仮
設
ト
イ
レ
の
１
０
基
以
上
が

汚
物
で
溢
れ
使
用
不
可
能
と
な
る
。 

 

 

「
隊
友
会
本
部
総
会
時
の
県
会
長
に
よ

る
議
決
権
の
代
理
行
使
の
た
め
の
委
任

状
の
提
出
の
ご
協
力
の
お
願
い
に
つ
い

て
」（
事
前
連
絡
） 

毎
年
、
４
月
号
隊
友
紙
に
掲
載
さ
れ
ま

す
通
り
、
令
和
６
年
度
は
６
月
１
０
日
に

「
隊
友
会
令
和
６
年
度
定
時
総
会
」
が
東

京
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
総
会
に
神
奈

川
県
隊
友
会
代
表
と
し
て
会
長
が
出
席

し
、
県
代
表
の
議
決
権
を
行
使
し
ま
す
。 

１
．
委
任
状 

議
決
権
を
行
使
す
る
た
め
に
は
、
正
会

員
各
位
か
ら
委
任
状
を
提
出
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

隊
友
会
の
規
約
に
よ
り
正
会
員
数
の

１
／
２
以
上
か
ら
の
委
任
状
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

因
み
に
湘
南
支
部
の
正
会
員
数
は
令

和
６
年
４
月
１
日
現
在
１
４
１
名
で
あ

り
そ
の
１
／
２
以
上
の
７
１
名
か
ら
の

委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
正
会
員
各

位
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。 

２
．
隊
友
会
総
会
議
案 

総
会
議
案
の
内
容
は
、
５
月
号
の
隊
友

紙
に
掲
載
さ
れ
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。 

３
．
電
磁
的
方
法
（
メ
ー
ル
）
に
よ
る
議

決
権
の
代
理
行
使
の
方
法 

今
回
か
ら
電
磁
的
方
法
（
メ
ー
ル
）
に

よ
る
議
決
権
の
代
理
行
使
の
方
法
が
推

奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
湘
南
支

部
と
し
ま
し
て
は
既
に
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
を
登
録
さ
れ
て
い
る
正
会
員
に
は
メ

ー
ル
で
議
決
権
の
代
理
行
使
の
方
法
に

つ
い
て
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。（
５
月
１

０
日
頃
を
予
定
） 
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令
和
６
年
度
年
会
費
納
入
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

湘
南
支
部
長
（
四
月
十
四
日
現
在
） 

次
の
会
員
各
位
か
ら
年
度
会
費
を
納
入
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

特
別
会
員 

大
野
直
人
、
金
子
勇
二
、
川
内
美
喜
男
、

小
池
淑
子
、
河
野
太
郎
、
佐
奈
田
幸
一
、

田
邊
明
生
、
野
村
昌
平
、
府
川
太
郎
、
星

野
剛
士
、
牧
石
健
志
、
山
本 

哲
、
和
栗 

清
、 

正
会
員 

荒
木
裕
高
、
石
川
潤
一
、
伊
藤
靖
史
、
岡

崎
光
博
、
窪
田 

朗
、
高
鹿
治
雄
、
小
見
山

雅
、
栩
木 

実
、
平
形
武
夫
、
森
崎
賢
治
、

渡
辺
一
正
、 

終
身
（
寄
付
者
） 

青
山
元
彦
、
尾
﨑
謙
一
、
清
﨑
忠
圀
、
佐

藤
友
昭
、
澤
野
憲
二
、
関 

克
行
、
髙
見 

巖
、
髙
山
雅
司
、
皷 

達
也
、
西
村 

剛
、

平
川
幹
雄
、
蛭
田
信
次
、
深
澤
文
晴
、
堀

井
光
男
、
宮
崎
栄
介
、
山
岸
征
洋
、 

植
え
込
み
な
ど
に
排
泄
す
る
人
も
出
る
か
も
し

れ
な
い
が
感
染
症
や
観
葉
衛
生
上
厳
禁
で
あ

る
。 発

災
後
す
ぐ
に
排
泄
の
需
要
が
高
ま
る
、
排

泄
の
対
応
方
法
を
自
助
と
し
て
平
時
か
ら
準
備

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

参
考
・
引
用
：
避
難
所
に
お
け
る
ト
イ
レ
の
確

保
・
管
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン  

平
成
２
８
年
４
月 
内
閣
府
（
防
災
担
当
） 

              

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

災
害
時
要
配
慮
者
の
備
え 

支
部
理
事
役 

皷 

達
也 

（
ま
ち
の
減
災
ナ
ー
ス
指
導
者
講
習
生
） 

災
害
対
応
で
は
自
助
７
割
、
共
助
２
割
、

公
助
１
割
と
言
わ
れ
自
助
が
災
害
対
策
の

基
本
で
あ
る
。
災
害
時
要
配
慮
者
も
同
様
で

あ
り
平
時
か
ら
備
え
が
必
要
で
あ
る
。 

●
緊
急
時
連
絡
先 

家
族
親
戚
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
民
生
委
員
、
地
域
の

自
主
防
災
会
な
ど
普
段
か
ら
緊
急
時
の
連

絡
先
や
対
応
方
法
を
検
討
し
て
お
く
と
良

い
。
近
所
の
つ
な
が
り
も
大
切
。 

●
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿 

編
集
後
記 

３
日
に
発
生
し
た
台
湾
東
部
地
震
は
、
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。 

震
災
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
致
し
ま
す
。 

今
後
と
も
各
種
ジ
ャ
ン
ル
に
亘
る
、
ご
寄

稿
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

「支部の予定」 

・05/18（土） 

 第２回支部理事役会 

・05/22（水） 

 ５月隊友紙発送 

・05/25（土） 

 総会、防衛講演会 

・06/01（土） 

 第３回支部理事役会 

・06/中旬 

 第１回名所旧跡探勝 

・06/19（水） 

 ６月隊友紙発送 

・07/06（土） 

 第４回支部理事役会 

市
町
村
が
自
ら
避
難
が
困
難
な
者
の
名

簿
を
作
成
し
災
害
時
に
活
用
す
る
も
の
。
介

護
保
険
利
用
者
・
障
が
い
者
手
帳
所
持
者
や

生
活
保
護
な
ど
行
政
が
関
わ
る
者
以
外
は

自
ら
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
、
自
治
体
に
よ

り
運
用
が
異
な
る
。
自
治
会
の
自
主
防
災
組

織
も
災
害
時
に
は
活
用
さ
れ
る
も
の
。 

●
個
別
避
難
計
画 

災
害
時
に
多
く
の
災
害
時
要
配
慮
者
の

方
が
被
害
に
遭
わ
れ
て
い
る
。
令
和
３
年
災

害
対
策
基
本
法
の
改
正
に
よ
り
、
個
別
避
難

計
画
を
作
成
が
市
町
村
の
努
力
義
務
と
さ

れ
た
。
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
確
認
す
る
と
良
い
。
平
時
か

ら
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
確
認
や
マ
イ
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
を
計
画
し
て
お
く
こ
と
が
減
災

に
つ
な
が
る
。 

●
補
助
器
具 

眼
鏡
・
補
聴
器
・
義
歯
・
杖
な
ど
、
避
難

所
に
無
い
物
で
、
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た

し
て
健
康
状
態
の
悪
化
に
つ
な
が
る
。
そ
の

人
に
と
っ
て
の
必
需
品
を
洗
い
出
し
、
常
に

持
ち
出
せ
る
よ
う
に
し
、
可
能
で
あ
れ
ば
予

備
も
あ
る
と
良
い
。
医
療
機
器
使
用
者
は
停

電
対
応
も
重
要
。 

●
薬 災

害
時
の
医
療
チ
ー
ム
は
巡
回
が
不
定

期
で
あ
り
薬
剤
の
種
類
は
限
定
さ
れ
る
。
か

か
り
つ
け
医
も
通
常
の
診
療
が
可
能
と
は

限
ら
な
い
。
薬
は
余
裕
を
も
っ
て
お
く
こ
と

を
お
勧
め
す
る
。
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・
往

診
医
や
訪
問
看
護
師
を
利
用
し
て
い
る
場

合
は
平
時
か
ら
対
応
方
法
を
検
討
し
て
お

く
と
良
い
。
お
薬
手
帳
は
非
常
持
ち
出
し
品

と
す
る
こ
と
も
大
切
。 

●
サ
ー
ビ
ス
利
用
者 

令
和
３
年
の
介
護
報
酬
改
定
に
お
い
て
、 

す
べ
て
の
介
護
施
設
に
「
事
業
継
続
計
画

（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
」
が
義
務
付
け
ら
れ
、
２
０

２
４
年
４
月
か
ら
の
義
務
化
に
対
応
す

る
こ
と
と
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
デ
イ

ケ
ア
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
中
に
発
災
し

た
時
の
対
応
方
法
や
そ
の
ま
ま
避
難
所

な
ど
と
し
て
活
用
で
き
る
の
か
確
認
し

て
お
く
と
良
い
。
ま
た
２
次
避
難
所
や
福

祉
避
難
所
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
確
認
し

て
お
く
こ
と
も
大
切
。 

●
避
難
す
べ
き
か 

こ
れ
は
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
。
要

介
護
者
で
寝
た
き
り
・
外
出
で
き
る
体
力

が
な
い
・
在
宅
酸
素
な
ど
医
療
機
器
を
使

用
し
て
い
る
者
は
家
族
や
自
身
で
の
移

動
は
難
し
く
、
避
難
先
に
医
師
や
看
護
師

が
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
避
難
あ
り
き
で

は
な
く
平
時
か
ら
対
応
を
計
画
し
て
お

く
こ
と
が
必
要
。 

 

対
応
方
法
は
個
々
で
異
な
る
為
、
自
治

体
・
自
主
防
災
会
・
医
療
福
祉
職
な
ど
と

関
わ
る
と
良
い
。
大
切
な
こ
と
は
自
助
の

能
力
を
強
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

 

住民、要配慮者（避難行動要支援者）の概念 

出典：静岡県危機管理部危機管理課 

 

災害用トイレの種類 

出典：日本トイレ研究所 


